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様式１ 

① 構想全体の概念図【１ページ】※構想の全体像が分かる概念図を作成してください。 
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様式１ 

③ 共通観点１（構想の創造性、展開性等）概念図【１ページ】
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様式１ 

④ 共通観点２（共通の成果指標と達成目標）概念図【１ページ】 
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様式１ 

⑤ 共通観点３（大学独自の成果指標と達成目標）概念図【１ページ】 
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様式１ 

⑦Ａ 個別観点Ａ－１（国際的評価の向上）及びＡ－２（国際的評価に関する教育・研究力）

概念図【１ページ】 
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様式５ 

本事業の実施計画 

①  現在の準備状況及び年度別実施計画【３ページ以内】 

【構想実施に向けた準備状況】 

大学院教育からのトップダウン型国際化 

① 12 のグローバル COE プログラムが終了し、うち 8プログラムが事後評価において S評価を得た 

② 5つの博士課程教育リーディングプログラムがスタートし、京都大学学位規程を改定 

③ 学生と若手研究者海外派遣のジョン万プログラム開始 

④ 国際戦略「2x by 2020」と京都大学グローバルアカデミー構想の制定 

⑤ 国際戦略委員会の下に国際化指標専門委員会を置いて THE World Ranking等を徹底分析 

⑥ 運営費交付金（機能強化分）で医学、数学、化学の 3分野に特別招へい教授人件費等措置 

⑦ 学際融合教育研究推進センターに「スーパーグローバルコース実施準備ユニット」を設置 

⑧ 第 2期中期計画に「スーパーグローバルコース」の設置を明記 

⑨ 世界トップレベル大学との共同実施科目や招へい教授の来日計画についての打合せ 

⑩ 経済、文学、農学 3研究科による国際共同教育プログラムの実施体制の詳細打合せ 

⑪ 協定校の選択や学内規程の調査など国際共同学位プログラムに向けた準備開始 

学部共通教育からのボトムアップ型国際化 

⑫ 国立大学改革強化推進補助金による外国人教員 100人の雇用（平成 25年度から 5ヶ年） 

⑬ 国際バカロレア等を顕著な活動歴として評価する京大特色入試（平成 28年度入試から） 

⑭ 国際高等教育院附属国際学術言語教育センター（i-ARRC）開設 

⑮ 外国語力基準を設定して学部生全員が TOEFL ITP受験 

⑯ 柔軟な学事暦メニュと Grade Point制に基づく国際標準の成績評価制度 

⑰ 修学院本館(留学生宿泊室 74室) 吉田国際交流会館(同 47室) おうばく分館(同 91室)等の整備 

⑱ 欧州拠点（ロンドンオフィス）に続き、ハイデルベルク、バンコクに海外拠点を開設 

【平成２６年度】 

共同教育プログラムの実施準備 

 平成 29年度に実施される中間評価までを第１フェーズとして、以下の活動を実施する。 

① 大学院生・学部生への共同教育プログラム年次計画の説明 

② 協定校調査のための交流、協定校の選択、部局間研究交流協定、学生交流協定の締結 

③ 共同実施科目設置に向けて特別招へい教授等による授業の試行 

④ 共同実施科目を含む国際化対応カリキュラムの検討 

⑤ プロモーション用 MOOCsの作成とオンライン配信 

⑥ 北米東海岸拠点、北米西海岸拠点の調査 

⑦ 国際教育アドミニストレーター（留学支援担当、教育プログラム担当、海外拠点担当）の任用 

⑧ 部局における国際交流室の設置計画（医学） 

⑨ 人文社会系国際共同学位課程の共通基盤 AGSS の設置（人社） 

【平成２７年度】 

共同教育プログラムの実施準備及び共同実施科目の開講 

 提供科目を試行的に実施して、平成 28年度からの本格実施に向けた準備作業を完了する。 

① 平成 26年度計画の①②を継続、拡大共同実施科目の一部開講 

② 共同実施科目を含む国際化対応カリキュラムの策定（アクティブラーニングの導入） 

③ プロモーション用 MOOCsの作成とオンライン配信 

④ 北米東海岸拠点、北米西海岸拠点の決定 

⑤ 国際教育アドミニストレーター（留学支援、教育プログラム、海外拠点）活動の本格化 

⑥ 協定校からの学生受入・派遣とその試行、人的交流 

KYOUMUKIKAKU06
テキストボックス
6263



 

（大学名：京都大学）（申請区分：タイプＡ） 

 

70 

⑦ スカイプを利用した遠隔研究指導の検討（化学） 

⑧ 国際共同学位準備プログラムを AGSS予科として設置（人社） 

⑨ 経済学部グローバルコース（仮称）設置と履修開始（人社） 

【平成２８年度】 

共同教育プログラム（スーパーグローバルコース）の実施 

① ジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム設置審査受審 

② 京都大学通則及び学位規程の改定、関連する研究科規程・内規等の整備 

③ 京大特色入試による初の入学者 

④ 協定校調査のための交流、協定校の選択、部局間研究交流協定、学生交流協定の締結と拡大 

⑤ 共同実施科目の一部開講 

⑥ 共同実施科目を含むスーパーグローバルコースの主専攻履修開始 

⑦ プロモーション用 MOOCsの作成とオンライン配信 

⑧ 海外拠点における留学・派遣支援活動の強化 

⑨ 協定校からの学生受入・派遣、人的交流、共同研究 

⑩ 協定校との共同研究、共同ラボの設置、人的交流拡大（医学） 

⑪ 第一期生（修士）における外国人副指導教員のマッチング（数学） 

⑫ 博士学位論文共同審査の開始（数学） 

⑬ スカイプを利用した遠隔研究指導の実施（化学） 

⑭ 共同学位に関する協定締結、共同学位協議会設置（人社） 

⑮ 経済学部グローバルコース（仮称）設置と履修開始（人社） 

⑯ 大学院生向けサマースクールの開始（人社） 

【平成２９年度】 

共同学位プログラムの実施（第 1 回中間評価） 

① ジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム開設（修士、博士） 

② ジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム設置審査受審 

③ 協定校調査のための交流、協定校の選択、部局間研究交流協定、学生交流協定の締結と拡大 

④ 共同学位プログラムの修了要件を満たす規模の共同実施科目の本格開講 

⑤ 共同実施科目を含むスーパーグローバルコースの副専攻履修、チャレンジ履修受入 

⑥ 単位認定可能な SPOC の作成とオンライン配信 

⑦ 協定校からの学生受入・派遣継続、人的交流、共同研究 

⑧ イノベーション創出のためのオーリンカレッジ（米国）との FDの実施 

⑨ 博士学位取得者の海外でのポスドク就職者を輩出（数学） 

⑩ スカイプを利用した遠隔指導の実施と遠隔会議システムを利用した論文公聴会の試行（化学） 

⑪ 共同学位プログラムを前提とした大学院アドミッション実施（人社） 

【平成３０年度】 

中間評価を経ての共同教育・共同学位プログラムの改善 

中間評価の結果を踏まえた改善プログラムを第２フェーズの前期に実施する。 

① ダブルディグリープログラム修士学位審査・学位授与 

② 新たなジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム開設 

③ 協定校調査のための交流、協定校の選択、部局間研究交流協定、学生交流協定の締結と拡大 

④ 共同学位プログラムの修了要件を満たす規模の共同実施科目の開講 

⑤ 共同実施科目を含むスーパーグローバルコースの副専攻履修、チャレンジ履修受入継続 

⑥ 単位認定可能な SPOC の作成とオンライン配信 

⑦ 協定校からの学生受入・派遣継続 

⑧ イノベーション創出のためのオーリンカレッジ（米国）との共同実施科目の開設 
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⑨ 共同学位プログラム第 1期編入学・進学者受入れ 

⑩ 共同実施科目を含むスーパーグローバルコースを実施する新たな研究科・専攻の登場 

【平成３１年度】 

共同教育・共同学位プログラムの継続実施 

① ジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム博士学位審査・学位授与 

② 協定校調査のための交流、協定校の選択、部局間研究交流協定、学生交流協定の締結と拡大 

③ 共同実施科目の拡大開講と英語のみで修了可能なコースへの移行を検討 

④ 共同実施科目を含むスーパーグローバルコースの副専攻履修、チャレンジ履修受入継続 

⑤ MOOCsと SPOCの作成とオンライン配信の継続 

⑥ 総合生存学館からの多言語多文化科目の提供とスーパーグローバルコースにおける科目指定 

⑦ 共同実施科目を含むスーパーグローバルコースを実施する新たな研究科・専攻 

⑧ 学位論文審査への提携大学教員の正式参加 

⑨ 共同学位プログラム担当教員の再任審査・公募 

【平成３２年度】 

共同教育・共同学位プログラムの継続実施（第２回中間評価） 

① 国際戦略「2x by 2020」とりわけ Times Higher Education World Ranking TOP 1046への挑戦 

② ジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム博士学位審査・学位授与 

③ 新たなジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム開設 

④ 協定校調査のための交流、協定校の選択、部局間研究交流協定、学生交流協定の締結と拡大 

⑤ 共同実施科目の拡大開講と英語のみで修了可能なコースへの移行 

⑥ 共同実施科目を含むスーパーグローバルコースの副専攻履修、チャレンジ履修受入継続 

⑦ MOOCsと SPOCの作成とオンライン配信の継続 

⑧ 特色入試による入学者が修士スーパーグローバルコース履修開始 

⑨ 協定大学における京大ワークショップの開催 

⑩ スーパーグローバルコース履修者の国際インターンシップの増加 

【平成３３年度】 

ワールドプレミアム高等教育ネットワーク構築に関する取組強化 

第 2回中間評価の結果を踏まえて、終了年度に向けた事業継続性を担保する活動を実施する。 

① ジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム博士学位審査・学位授与 

② 新たなジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム開設 

③ 共同実施科目の拡大開講と英語のみで修了可能なコースへの移行 

④ MOOCsと SPOCの作成とオンライン配信の継続 

⑤ 国際共著論文比率の向上の取組強化 

⑥ ワールドプレミアム高等教育ネットワークによる国際ワークショップの開催 

【平成３４年度】 

産官学オープンイノベーション教育組織化についての取組強化 

① 特色入試による入学者が博士スーパーグローバルコース履修開始 

② ジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム博士学位審査・学位授与 

③ 新たなジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム開設 

④ 産官学オープンイノベーションコンソーシアム（仮称）の設立準備 

【平成３５年度】 

共同教育・共同学位プログラムの学内展開と事業の継続に向けた活動 

① 産官学オープンイノベーションコンソーシアム（仮称）の設立 

② ジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム博士学位審査・学位授与 

③ 新たなジョイントディグリーまたはダブルディグリープログラム開設 
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